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論 文 内 容 要 旨
特 定 病 原 不 在(SPF)鶏 は 医 学,獣 医 学 の 実験 動 物 と し て重 要 な ば か りで
な く,生 ワ クチ ン製 造 用 の 種 卵 を供 給 す る産 業 動物 と し て も重 要 視 され る よ う
にな った 。 しか し,そ の 作 出 の過 程 や 維 持 管 理 に つ い て の 研 究 は少 な く,ま た,
企 業 中 心 に行 な われ て い た た め公 表 され た 成 績 は 殆 どな い 。
著 者 は,農 林 水 産 省 家 畜 衛 生 試 験 場 鶏 病 支場 に お け る鶏病研 究に必要なSPF
鶏 とその種卵 を得 ることを目的として,同 支場 において1973年 にSPF鶏PDL-1
を作 出 し,以 後 その 維 持 管 理 を担 当 して きた。本研究 はSPF鶏 を繁殖 し,SPF
状 態 を維 持 してい くた め に必 要 な技 術 的 問 題 を検 討 した もの で あ る。
先 ず,第1章 にお い て,SPF鶏 の 作 出 と維持 管 理 上 の 問 題 点 を明 らか に し
た ・次 い で,第2章 にお い て 、PDL-1の 作 出 か ら5世 代 まで の 鶏 の 能 力 を
調 べ,SPF鶏 を小 規 模 閉 鎖 群 と して維 持 す る交 配 方 法 を検 討 した 。 第3章 に
お い て は,SPF状 態 を維 持 す るた め の 鶏舎,管 理 器 材.種 卵 、 飼 料 の 消 毒 及
び 飼 育 管理 技 術 者 の体 表 の 清 浄 化 の方 法 を明示 し,第4章 で はSPF状 態 の 検
証 に 際 して発 現 した血 清 学 的非 特 異反 応 に つ い て検 討 した 。
そ して,こ れ らの検 討 結 果 を もとに,SPF鶏 の作 出 と維 持 管 理 の シス テ ム
を 明 らか に した 。主 な結 果 を あ げ れ ば 以 下 の よ うで あ る。
1。PDL-1の 能 力
PDL-1は,施 設 の規模 か ら毎 世代 種鶏約200羽 を限度 とす る小規模閉鎖
群 として維持 され るため,近 交 に よる能力の低下 が危惧 され た。そ こで60～70
羽ず っ3群 に分 けて循環交配方式 を採 用 し,近 交係数の上昇 を毎世代1%以 下
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に す る と と を試 み た 。 その 結 果,表1に 示 す よ うに,性 成熟 日齢,産 卵 率,卵
重,受 精 率,癬 化 率,健 康 雛 の 割 合,育 成 期 の増 体,飼 料効 率,蜷 死 率 の い ず
れ にお い て も能 力 の 退 化 を防 ぐ こ とが で きた 。 この成 績 は,本 研 究 の よ うな 小
規 模 閉 鎖 群 で あ っ て も,循 環 交 配 方式 の 採 用 に よ って 遺 伝 的退 化 を 防 止 で き る
こ とを示 す もの で あ る 。
ま た,PDL-1は,そ の飼 育 目的 か ら長 期 間一 定 の産 卵率(60%以 上)を
維 持 す る こ とが 望 まれ る 。 この よ うな 産 卵 率 を維 持 す る た め の照 明方 法 にっ い
て検 討 した 結 果,育 成 期 間 の照 明 を8時 間 と.し,18週 齢 か ら毎 週30分 ず つ 延 長
し12時 間 とす る方 法,又 は18週 齢 か ら毎 週15分 ず つ18時 間 まで 延長 す る方 法 が
有 効 で あ る こ と を知 っ た(図1)。 この よ うな照 明条 件 下 で 飼 育 す る と,50%
産 卵 到 達1週 後 よ り60%以 上 の産 卵 率 を29～30週 間維 持 す る こ とが 可 能 で あ っ
た(表1,図1)。
2.病 原 体防除のための洗浄,消 毒効果
PDL-1は,空 気 濾 過 陽圧(FAPP)鶏 舎 内 で 病 原 体 の 侵 入 防 止 に留 意
して種 卵 を艀 化 し,雛 を育 成 ず る こ とに よ り,寄 生 虫 をは じ め本 邦 の 鶏 に常 在
す る4種 類 の 病 原 細 菌,10種 類 の病 原 ウイ ル スに 関 してSPF化 す る こ とが で
きた 。 しか し,世 代 皿 に 到 り,伝 染 性 気 管 支 炎 ウ イル ス(IBV)の 侵 入 が 生
じた 。 そ こで,こ れ を契 機 に鶏 舎,管 理 器 材,種 卵,飼 料,管 理 技 術 者 な ど に
対 して 実施 し て い た消 毒 又 は清 浄 化 の効 果 を再 検 討 した 。
PDL-1の 各 世 代 は,飼 育 終 了 後 に鶏 舎 を水 洗,消 毒 し てか ら新 た な鶏 を
搬 入 して飼 育 す る。 この場 合,鶏 舎床 面,止 ま り木 等 の 付 着 菌 数 の 多 い 位 置 は,
水 流 に ブ ラ シに よ る擦 り洗 い を併 用 して水 洗 す る。 次 い で,1㎡ 当 り40㎡ の ホ
ル マ リ ンを用 い,ホ ル ム ア ル デ ヒ ドガ ス燥 蒸 に よ り24時 間 以上 消 毒 す るの が 有
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効 で あ る こ とが 明 らか とな っ た 。 ま た1常 時 舎 内 で使 用 す る各種 管 理 器 材 も,
これ と同 様 の 方法 で 水 洗,消 毒 す れ ば 無 菌 に近 い状 態 となることが知 られ た(表
2)o
種 卵 は毎 日集 卵 し,肉 眼 的 に汚 れ の な い もの を選 び,温 水 で 洗 っ て貯 卵 した 。
これ を1〃 ♂当 た り40寵`の ホル マ リン を用 い1時 間漁 蒸 す る と,卵 殻 表 面 は無 菌
的 とな るが,卵 殻 内 部 に は しば しば 菌 が 残 存 して い た(表2)。 この種 卵 を艀
化 す る と,入 卵 直 後 とハ ッチ ャ・一 移 行 直 後 にの み,卵 殻 の 細 菌 数 の 増 加 が み ら
れ た 。 これ は入 卵 とハ ッチ ャー移 行 が 人 手 に よ「り行 な われ る た め と思 わ れ,種
卵 の 取 扱 い は洗 浄,消 毒 した清 潔 な 手 で 行 うこ と に留 意 しな け れ ば な らな い 。
飼 料 原 料 に は103～10馳 の一 般 細 菌 が 漉 在 し.こ れ を配 合 した マ .ッシ ュで は
菌 数 が 多 い 。 しか し,こ れ を ペ レ ッ ト化 す る こ と に よ り菌 数 が著 し く減 少 す る。
この 加 工 時 の 水 蒸 気 温 度 は800C以 上 が 適 当で,処 理 に よ り一 般 細 菌 数 は101題
程 度 に減 じ,腸 内 細 菌 は検 出 され な くな っ た(表3)。 この 加 工 条 件 で は ビタ
ミン類 に対 す る・影 響 は認 め られ な か っ た 。
PDL-1の 飼 料 と して,こ のペ レ ッ トを20勿 袋 詰 め と して購 入 使 用 して い
るが.鶏 舎 搬 入 時 に ホ ル マ リン4伽 痂3を 用 い て24時 間以 上 煉 蒸 す る と,袋 は 内
外 層 と もに無 菌 的 とな った 。 ま た,袋 詰 めの 飼 料 を6週 間 貯 蔵 して もペ レ ッ ト
申 の 菌 数 の 増 加 はな か った 。
飲 水 と して,無 菌 的 な市 水 を ウ ォー タ ー ・カ ップ で 自動 給 水 した が,鶏 が 常
時 飲 水 す るカ ップ内 の細 菌 数 の増 加 は速 か で,少 な く と も1日1回 は カ ッ プ内
を市 水 で洗 浄 し清 潔 にす る必 要 の あ る こ とを知 った 。
管 理 技 術 者 は入 舎 時 に シ ャ ワー,入 浴 な どに ょ り体 表 を洗 浄 し,消 毒 済 の 作
業 衣 を着 用 す るが,洗 浄 後 も体 表 に10謝 程 度 の細 菌 が残 存 して い る。 また.
頭 髪 の 付 着 細 菌 数 は10囎 程 度 で.・洗 浄 して も菌数 は殆 ど減 少 しな い 。 従 って,
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帽 子,セ ス ク等 を着 用 し,体 表 の露 出 をで きるだ け少 な くす る こ とが 有 効 で あ
る。
以 上,SPF状 態 維 持 の ため の洗 浄,消 毒 の 効 果 を再 検 討 し,そ れ に適 す る
条 件 を指 摘 した 。 これ らの 条 件 はPDL-1作 出 当・初 か ら実 施 して い た方 法 と
殆 ど変 わ る と こ ろは な く,世 代 皿 に お い てSPF状 態 が 一 部 破 綻 した原 因 を持
定 す る こ とは で きな か っ た。 世 代IV以 後 でSPF状 態 が 破 綻 す る こ とな く維 持
され て い る こ と は,再 検 討 の 結 果 得 られ た上 記 の方 法 が 効 果 的 で あ る こ と を示
して い る 。
3.SPF状 態検証 に用いる血清 反応 における非 特異 反応
寄 生 虫 以 外 の 病 原 体 の 感 染 の有 無 は,通 常 血 清 反 応,特 に その 術 式 の 簡 便 な
急 速 平 板 凝 集 反 応 及 び寒 天 ゲ ル 内沈 降 反 応 に よ って 第一 次 診 断 が行 われ る。 こ
の二 っ の 診 断 術 式 で は,病 原 体 の感 染 と関 わ りの な い非 特 異反 応 が 発 現 す る。
PDL-1で は,対 象 と した細 菌 の全 て(4種)を 凝 集 反 応 に よ り,18種 中8
種 の ウ ィル ス を沈 降 反 応 に よ り検 証 した が,鶏 痘 ウイル ス(FPV)と 伝 染 性
フ ァブ リキ ウス嚢 病 ウ イル ス(IBDV)を 除 き,非 特 異 反 応 が しば しば 認 め
られ(表4),迅 速 な 診 断 に支 障 が生 じた 。 著 者 は この 非 特 異 反 応 を鶏 と抗 原
の 両 面 か ら解 析 す る こ と を企 図 し,次 の 知 見 を得 た 。
1)非 特 異反 応 に関 与 す る鶏 側 の 因 子
非 特 異 反 応 は 一 般 に18週 齢 頃 よ り発 現 し始 め,42週 齢 以 後 の 発現 率 が 高 い 。
ま た,非 特 異反 応 発 現 率 は,雌 が 雄 に比 べ て高 い(図2)。 非 特 異 反 応 の発 現
状 態 を個 体 別 に み る と,反 応 が一 過 性 に発 現 す る もの(1型),長 期 間持 続 す
る もの(皿 型),そ の中 間 の もの(豆 型)及 び全 く発 現 しな い もの(0型)に
分 け られ,皿 型 の発 現 率 は 雄2.4%,雌22.8%で あ った(表5)。 また,反 応
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を発 現 した 鶏 の う ち皿型 を示 した もの は雄3・8%・ 雌30.4%で,雌 は雄 よ り非
特 異 反 応 に持 続 性 が あ った 。雌 の 反 応 発 現 率 が 高 い こ とは,鶏 血 清 中 の非 特 異
反応因子が産卵 と関連 してい る可能性 を示唆す るが,産 卵鶏 を換羽休産 させて
も非特異反応 は必ず しも消失 せず,実 験的 にこれ を確認す るに至 らなか った。
非特異反応 は全個体 に発現 す るので はな く,世 代 皿の雌の25%は0型 で,皿
型 の パ タ ー ン を示 した もの は22・8%で あ った(表5)。 これ は 非 特 異 反 応 を呈
し易 い 鶏 と然 らざ る鶏 の あ る こ・とを示 して い る。 しか し,そ れ らの個 体 を選抜
し て交 配 した 後 代 の 非 特 異 反 応 発 現 率 か らみ て,非 特 異 反 応 が 遺伝 的 に 支 配 さ
れ て い る とは 判 断 し得 な か っ た 。
2)抗 原 側 の 因 子
非 特 異 反応 は あ る1種 の 抗 原 に対 して発 現 す る場 合 が 多 い が,2種 類 以 上 の
抗 原 と反 応 す る こ と もあ る。 この 様 な 交 叉 反応 は,特 に七 面鳥 ヘ ル ペ ス ウィル
ス(HVT)と マ レッ ク病 ウ イル ス(MDV)の 両 抗 原 間,細 網 内皮 症 ウ イル
ス(REV)とMDV又 はHVT間 に高 頻 度 に み られ た(表6)。 この事 実 か
ら,こ れ ら抗 原 間 に共 通 因子 の あ る こ とが示 唆 され,血 清 と上 記 各 抗 原 の 間 に
発 現 した沈 降 線 が互 い に融 合 す る こ とで 確 か め られ た 。
上 記3種 の抗 原 は そ れ ぞ れ牛 血 清 とTryptosephosphatebroth(TPB)を 加
え た培 地 で 培 養 した細 胞 に,各 ウィル ス を増殖 させ て 製造 した もの(血 清 培 養
抗 原)で あ っ た 。REVの 血 清 培 養抗 原 に対 す る非 特 異 反 応 の発 現 率 は18.1%
(検 査 羽 数609羽)で あ っ た が,こ れ と同一 の血 清 を牛 血 清 とTPBを 添 加 し
な い培 地 で製 造 した抗 原(無 血 清培 養 抗 原)で 検 査 す る と発 現 率 は3.0%に 低
下 した 。
ま た,MDVとREVの 血 清 培養 抗 原 に対 す る鶏 血 清 中 の 非 特 異 反 応 因子 は
対 照 抗 原(牛 血 清 とTPBを 加 えて細 胞 を培 養 し,ウ イル ス を接 種 しな いで 製
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造 した 抗 原)で 吸収 除 去 され た 。
これ らの こ とか ら,抗 原 中 の非 特 異 反 応 因 子 は 培 地 成 分 にあ る もの と考 え ら
れ た。 こ の点 を確 か め た と こ ろ,REV抗 原 の 非 特 異 反 応 はTPBに 含 まれ る
Tryptoseが 一 因 で あ る こ とが 明 らか とな った(表7う 。 ま た,97頭 の 牛 の うち
9頭 の 血 清(9β%)は 鶏 血清 ζ反 応 して 沈 降線 を発 現 した 。 その うち3頭 の
牛 血 清 は比 較 的広 範 な 鶏 血 清 と反 応 して(表8),そ の 力 価 も比 較 的 高 い もの
で あ った 。 この こ とか ら,牛 血 清 の 抗 原 中 へ の 混 入 も非 特 異反 応 の 一 因 とな る
と考 え られ た 。
これ らの 知 見 に基 づ き,MDV,HVT,REVの 他,伝 染 性 喉 頭 気 管 炎 ウ
イル ス(ILTV),ト リァ デ ノ ウイル ス(AAV),ト リレオ ウィルス(ARV)
の 各 抗 原 を無 血 清 培 養 に よ り製 造 し,世 代IVとVの 鶏 の検 疫 に使 用 した 。 そ の
結 果,非 特 異 反 応 の 発 現 率 は血 清 培 養 の各 抗 原 を使 用 した世 代1～ 皿の 場 合 よ
り明 らか に低 下 した(表4)。
な お,非 特 異 反応 の発i現 が全 くな か っ たFPVとIBDV両 抗 原 は(表4)
各 感 染 鶏 の 臓 器 を乳 剤 と し て製造 した もの で あ った 。
以 上 の こ とか ら,寒 天 ゲ ル 内沈 降反 応 に お け る非 特 異反 応 の 発 現 防 止 の た め,
感 染 鶏 の 臓 器 乳 剤 に抗 原 性 が あ る場 合 は,そ れ か ら製 造 した抗 原 を使 用 す る こ
と,一 方,細 胞 培 養 に よ る場 合 は無 血 清 培 養 で 製 造 した 抗 原 を使 用 して 検疫 す
るの が よい こ とが 明 らか とな った 。
以上,SPF鶏 の維持管理 に必要な消毒の あ り方や その検疫時 にみ られ る血
清の非特異反応 の動態 を明確 にす ると;比に,SPF鶏 の小規模閉鎖群 にお け る
有効な繁殖 交配方式 や効率 の よい採卵方式 を提起 した。 これ らはSPF鶏 の作
出,維 持管理 の シス テム化 に とって有益 な情報 と考 え られ る。
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表1PDL-1の 能力
調 査 事 項
世 代
1 II 皿 V
一
50%産 卵到達日齢 153 162 167 『 167
産卵率(%)(21～68週 齢) 55.0 59.1 63.6 『 65.2
産
最高産卵率を示 した週齢 24 25 34 一 31.32
週間最高産卵率(%) 72.1 90.1 88.1 一 84.5
産卵率60%以 上の期間(週) 15 19 30 一 29
P
24週 齢 一 47.33.5 45.2f4.0 一 45ρ 土3.0
卵 重(9鄭30週 齢 一 一 52.3土3,1 一 51!7士3.8
50週 齢 一 59,6土4.1 60,2士3!7 『 60.9×4.1
卵 ρ
24週 齢 一 39..03 39.84 一 36.49
飼料 効率(%チ2・30週 齢 『 一 44.69 一 45.83
50週 齢㌧
一 一 39.43 一 41.02
艀
受精率(%) 82.1土11.8 84.2圭9.1 932士39928士 5.5 939土39
化 艀化率(%弗 77.6±9!7 835土54 91!7士5888ゆ ± 9.2 86.6f8.6
健康雛の割合(%浄 71.1±10ユ 730=』7.6 84β 土10.079β 土12!7 79.4±99
a
lo週 齢{
一 1.19×0.10 1.18士0。09 『 1.22士0.10
♀ 一 0。91士0.06 0.91士0.07 一 0.91fO.07
発 体 重(げ2。 週齢{♂
一 1.83土0.17 2,020.17 一 1,980.19
♀ 一 1.58土0.16 1β3士0.16 『 1.51×0.16
a
50週 齢{
} 一 2.53fO.22 一 2.55ま=0.26
♀
一 一 1.88fO.23 一 1.83±0.25














弊 死 率 ♂ 10.0 8.9 2.2 5.7 4.8






















一 → く一 世代1
一一〇一一 世代 麗
一 一●一一世 代 冊
世代 写


















測 定 対 象 水 洗 前 水 洗 後 消 毒 後拘
鶏舎 床 面
止ま り木



















































塩40魏3吻3の ホルマ リンを20g/勉3の 過 マンガ ン酸 カ リと反応 させ ガスを発生
24時 間燥 蒸,但 し種卵 につ いては1時 間漁蒸
彪1㎡(種 卵について は1個)当 た りの菌数 平均値 士標 準偏差
㌔ 菌陽性検体 数/供 試検体数
瓶 肉眼 的な汚染の有無 による
表3各 種温度で加工 したペ レットか ら検出された細菌数
水蒸気温度飼料形態
(ｰC?
総 菌 数 腸 内 細 菌 数
増 菌 暑・菌 数
培 養
増 菌 培 養
大腸帥 蕊繭 。・・ 菌 数

































転 菌陽{生ロッ ト数/供 試 ロッ ト数
裾 検体19当 た りの菌数 ・平均値 ±標準偏差
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表4PDL-1,各 世代 の鶏 の非特異 反応発現率 汽
検査
術式
病 原 微 生 物
世 代
1 II 皿 v
計
検 査 羽 数 美2 135175229173207919
急 速 平 板
凝 集 反 応
雛 白 痢 菌
マ イ コ プ ラ ズ マ ・
ガ リセ プ チ カ ム
マ イ コ プ ラ ズ マ ・
シ ノ ビェ
ヘ モ フ ィル ス ・


















沈 降 反 応
鶏 痘 ウ イ ル ス海
マ レ ッ ク 病





ト リ ア デ ノ
ウ イ ル ス
ト リ レ オ ウ ィ ル ス











































反応発現羽数 ×100㌔ 非 特異反応発現率 = 検 査 羽 数
迄 世代1…17、60週 齢 世代 ■…18、63、86週 齢
世代IH…18、26、34、42・50、58、66、74、107週 齢
世代IV…22、48、77週 齢 世代V…17、28、52、74週 齢で検 査
検査羽数 は各世代の検査週 齢の うち最 も若い週齢にお ける検査羽数 を示 す
㌔ 世代1～ 皿は各血清培養抗原 、世代IV,Vは 各無血清培 養抗 原 を使 用 して検査









































































































































































表5PDL-1,世 代 皿でみ られ た非特異反応パ ターン発 現羽数
憐





18～74週 齢 に10種 の 抗 原 を 用 い て8回 検 査
































































































































































































































































































































































塩 化 ナ ト リ ウ ム愚2







表8牛 におけ るPDL一1の 血清 との反応因子の保有率










( )内 は供試牛血清数に対す る百分率
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審 査 結 果 の 要 旨
特定病原体不在(SPF)鶏 は医学,獣 医学の実験用動物と して,ま た生 ワクチン製造用の種卵
を供給す る産業動物 として重要であるが,そ の作出や維持管理について公表された成績は殆どな㌧
い。
著者は鶏病研究に必要なSPF鶏 とその種卵を得 ることを目的としてSPF鶏PDL-1を 作出し,
1973年 以来 その維持管理を担当 してきたが,第1章 ではこの間に得られた問題点を体系的に指
摘 した。そして特に重要と思われた近交退化,病 原体防除のための消毒,SPF状 態の検証のため
の血清反応に現われる非特異反応につき第2～ 第4章 で検討 し,以 下のような知見を得た。
1.PDL-1は 各世代種鶏200羽 を限度とする小規模閉鎖群として維持 したが,こ れを3群 に分
けた循環交配方式で,世 代毎の近交系数の上昇を1%以 下にすることにより,各 種能力の低下
を防ぎ得ること,ま た長期間一定の産卵率を維持するための照明条件を指摘 した(第2章)。
2.一 般細菌と腸内細菌を指標に消毒,清 浄化の方法を検討 し,鶏 舎,管 理器材,種 卵,袋 詰飼
料,管 理技術者などに適する洗浄法,消 毒法を指摘すると共に飼料の無菌化のためのペ レット
加工条件を検討 した(第3章)。
3.血 清反応に出現する非特異反応の一因は抗原作成時に用いる培地成分にあるこ,とを解明 し,
それを除去 して製造 した抗原の使用により該反応の出現は著減することを示 した。また非特異
反応の出現は雌鶏の性現象とも関連のあることを示唆 した(第4章)。
以上の業績は養鶏界,家 畜衛生に寄与するところ大きく,審 査員一同は著者は農学博士の学位
を得るに値するものと認めた。
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